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袴田事件の「再審開始決定」と刑事司法改革
公益社団法人アムネスティ・インターナショナル日本 事務局長 若林秀樹　

静岡地裁、歴史に残る画期的な再審開始決定

　3月 27 日（木）午前 9時、静岡地方裁判所前は、
これまでに見たことのない数のメディアでごった
返していた。カメラマンは、袴田事件再審開始決
定の可否を一番いい場所で撮影すべく、陣取り合
戦が始まっていたのである。決定書が手渡される
10 時少し前、その緊張感はピークに達し、〇〇ルー
ルを守れと、怒声が飛び交う中、私も何とか押し
出されないよう、必死にくらいついて場所を確保
した。
　そして午前 10 時 3 分、建物から弁護団の一人が
カメラに向かって一直線に走り、立ち止まって旗
をかざした。一瞬、時間が止まったような感じが
した。それは間違いなく「再審開始」の文字だった。
すると一斉に拍手と共に歓声がわき起こり、私は
カメラのシャッターを押しながら、涙が止まらな

かった。それは無実の袴田巌さんが不当に拘束さ
れた 48 年の月日や、姉の秀子さんの思いを感じて

袴田事件概要 :1966年 6月 30日未明、旧清水市 (現静岡市清水区 )の味噌製造会社専務宅で、専務夫婦と
子ども2人の計4人が殺害された強盗殺人・放火事件。従業員で元プロボクサーの袴田巌さんの部屋から、
微量の血痕が付着したとされるパジャマが押収され、8月18日逮捕。連日の長時間の取り調べで、犯行を頑
強に否認していたが、一転して自白し、起訴される。犯行から1年2カ月後に、味噌製造工場の味噌タンク
内から血染めの「5点の衣類」が発見された。1980年 11月最高裁が袴田氏の上告を棄却し、死刑確定。
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いまこそ死刑執行停止を　袴田事件と飯塚事件
５月18日（日）開場12時30分　開会13時　赤坂区民センター

 死刑廃止へ向かうアメリカ　
５月24日（土）開場13時30分　開会14時　文京区民センター３A

（詳細は６ページを）

3 月 27日 ( 木 ) 午前 10時過ぎ、静岡地裁前
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のことなのだろうか。
　再審開始決定書は、驚くべき内容だった。まず
主文には、「再審決定」、「死刑の執行停止」に加え、
想定外の「拘置の執行を停止する」が含まれていた。
「袴田は、捜査機関によりねつ造された疑いのある
重要な証拠によって有罪とされ、（中略）、これ以上、
袴田に対する拘置を続けるのは耐え難いほど正義
に反する状況にある」と、袴田さんを長年支援し
てきた人びとの思いに報いる、感動の言葉だった。
　誰も予想すらしていなかった「拘置の執行停止」
であり、数時間後、その日のうちに、袴田巌さん
は 48 年振りに釈放されて自由の身となった。再審
決定と同時に、釈放されたのは、史上初めてのこ
とであり、東京拘置所を出る巌さんの歩く姿に、
まるで夢を見ているようだった。
　また地裁は、この袴田事件における捜査機関の
姿勢や証拠のねつ造の疑いなど、数多くの問題点
を厳しく指摘した。例えば DNA鑑定により、巌
さんを犯人であることの最も有力な証拠とした「5
点の衣類」については、「袴田のものでも、犯行着
衣でもなく、後日ねつ造されたものであったとの
疑いを生じさせるものである」と。その他にも、
新証拠として、ズボンの寸法札の「B」が色の記号
であったこと、袴田さんのアリバイ証言、当時の
味噌タンクの量など、「袴田が犯人であることは、
合理的な疑いが残る」として、DNA鑑定だけでな
く、新旧証拠を総合的に判断した結果だった。
　袴田事件は、もともと数多くの疑問が残る証拠

 警察・検察主張 再審決定書の指摘や明確になった点
自白調書 犯行を認めた自白調書の存在

(45 通の内 1通を証拠採用 )
20 日間に渡る長期の取り調べで、「それ自体証明力が弱く」
虚偽である可能性が高い。

DNA鑑定 5点の衣類は犯行着衣で、犯行
時の傷の血痕がついている。

弁護側鑑定の結果、「血痕は袴田氏及び被害者のものでな
く、被害者以外の血液が付着している可能性が相当程度認
められる」。検察側は少し違う結果だが、「弁護側の方がよ
り信頼性の高い方法」が用いられた。検察側鑑定でも、シャ
ツ右肩から袴田氏と一致しないDNAが検出され、弁護側
鑑定と整合性がある。

5 点の衣類 事件から 1 年 2 カ月後に発見
され、それらを犯行着衣とし
た。

当初はパジャマを犯行着衣としていたが、「5点衣類」に
変更し、それ自体が「不自然」 。長期間漬けてあったにし
ては、血痕は不自然な赤みをおび、シャツの色は薄い。

ズボンのサイズ 袴田氏の体型と同じ「B体」で、
ズボンは、味噌漬けにより縮
んだ。

寸法札の「B」は色を表すもので、確定判決時の認定と異
なり、ズボンは「Y体」で、袴田さんが履くことは不可能
だった。

シャツの損傷 右袖部の血痕は、袴田氏が犯
行時に負傷した際のもの。

シャツの損傷及び袴田さんの右上腕の傷の数が一致せず、
位置関係もおかしい。

ズボンの端布 実家で押収された端布は、ズ
ボンと同じ同一生地同一色で
ある。

「事件との関連性が薄い端布だけを捜索差押で押収したの
は不自然」。 端布もねつ造の可能性があり、「実家から端布
が出てきたことを装うために捜索差押を行ったとすれば、
容易に説明が付く」。

紙　幣 袴田氏は、犯行現場から盗ん
だ金を女性に渡し、その紙幣
が発見された。

紙幣は、すべて紙幣番号が確認できないように一部が焼却
され、女性に預けたとされる紙幣の種類とあわない。

＊ 5点の着衣とは、ズボン、ステテコ、緑色ブリーフ、スポーツシャツ、半袖シャツ

に基づく裁判であったが、第二次再審請求審から
今回の「再審開始決定書」で、明確になった点は
下表の通り。

静岡地検は、反省なく即時抗告

　静岡地方検察庁は、3月 27 日、拘置の執行停止
の決定に対して異議申し立て（即時抗告）を行っ
たが、同日、東京高等裁判所は、棄却した。その後、
検察庁は、最高裁に特別抗告の申し立てをしなか
ったことから、袴田さんは、改めて死刑判決が確
定しない限り、再び拘置所に戻されることはなく
なった。
　しかし 3月 31 日、残念ながら静岡地検は、袴田
事件の再審開始決定について、即時抗告を申し立
てた。極めて残念である。静岡地裁が下した「再
審開始決定」は、慎重かつ十分な審理を尽くした
結果の重い判断である。地裁は、捜査機関の証拠
のねつ造の疑いがあるとして、「現状において、再
審の審判で無実になる相当程度の蓋然性が認めら
れる」とまで指摘したのである。既に袴田氏は、
78 歳の高齢であり、再審開始を長引かせることは、
精神的な拷問に等しい。検察は、直ぐにでも、即
時抗告を取り下げるべきである。
　今回の地裁の決定は、これまでの不自然で、疑
わしい証拠を、ごく普通に市民の目線で判断した
結果として、非常に評価できるものである。「疑わ
しきは被告人の利益に」、「推定無罪」とは、刑事
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裁判の原則であるが、これまでに、何故に死刑判
決を下し、その判決を支持してきたのか、捜査当
局と裁判所に猛省を促したい。死刑事件における
冤罪は、国家による殺人行為だ。もし証拠をねつ
造したことが明らかになれば、時効ではあるが、
捜査当局に刑事罰を求めてもおかしくない犯罪行
為だ。もし警察、検察、裁判所が自ら犯した問題
を検証できないのであれば、西嶋弁護団長が指摘
するように、第三者機関の設置が必要である。
　4月 14 日、日弁連で開催された「袴田報告集会」
に、巌さんとお姉さんの秀子さんと現れた。巌さ
んは、外見はすこぶる元気そうだったが、話をさ
れると、理解不能な内容だった。半世紀近く拘束
されていたことによる拘禁反応と、認知症が進ん
でいるからだろうか。回復には、もう少し時間が
かかりそうである。早く故郷の浜松に帰られ、そ
して一刻も早く再審「無罪」を勝ち取り、残りの
人生を楽しんでいただきたいものだ。

袴田事件からみた刑事司法等の課題

　今回の再審開始決定を受け、マスコミは、冤罪
の温床となっている自白偏重の捜査手法や、再審
制度のあり方などについての言及はしているが、
驚くことに死刑制度の廃止についての論調は、ほ
ぼ皆無である。

　今回の袴田事件を踏まえ、冤罪を生む刑事司法
制度の問題点やメディアの在り方について、5点指
摘したい。

1. 代用監獄制度の廃止と、取調べの全過程
の録音・録画

　密室での自白強要の温床となっている、代用監
獄制度を速やかに廃止すべきである。袴田さんは、
20 日間に渡って平均 12 時間、長かった日は 16 時
間 20 分と、深夜午前 2時まで取調べが続いたこと
があった。暴力、脅し、食事制限、取調室への便
器の持ち込みなど、警察はありとあらゆる手を使
って自白を強要した。地裁も、さすがに供述調書
44 通は排除したが、自白した後の調書 1通だけを
証拠として採用した。つまり、この調書がなけれ
ば有罪にできなかったからである。現在、法相の
諮問機関である法制審議会では、取調べの可視化
について議論されているが、警察・検察の根強い
抵抗にあい、全面可視化に向けて、大きな壁が立
ちはだかっている。

2. 証拠の全面開示

　今回の再審請求審でも、新たに検察が開示した
600 点以上の証拠により、これまで認定された「事

日弁連での報告集会。左が袴田巌さん、右が姉の秀子さん
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実」に反することが次々明らかになり、再審開始
決定につながった。その一つは、ズボンの寸法札
の「B」の記号が、実は色を表す記号であって、大
きさの「B」ではなかったのである。裁判所の認定
が間違っていたことを示すものだが、そもそも検
察は、そのことを知っていたのである。こんな重
要な証拠を隠しつつ、無実の人を「死刑だ！」と
主張するのは、殺人行為である。その他にも、味
噌タンクの事件当時の味噌量は、衣類を隠すこと
もできない 80 キロしかなかった報告書が存在する
など、驚愕の新事実が明らかになった。証拠開示
の規準が緩和されたと言っても、開示する決定権
は検察にあることには変わりがない。税金を使っ
て捜査当局が集めた証拠は「公共の財産」であり、
真実を追求するために、検察の手持ち証拠の全面
開示は当然だ。

3. 再審制度の見直し

　日本での再審は、ハードルが高く、なかなか認
められることはない。再審が請求できるのは、明
らかに新たな証拠を発見した時や、証拠がねつ造
されたものであることを証明できた時である。袴
田事件の第一次再審請求は、死刑判決が確定した
翌年、1981 年 4 月に行われたが、「五点の衣類」の
DNA鑑定が不能と判断され、最終的に実に 27 年
経った 2008 年 3 月に最高裁で棄却された。そして
翌月 4月に第二次再審請求を行い、6年経った 3月

27 日、地裁での再審開始決定がくだされたのであ
る。実に 33 年間も再審請求審を行っていることに
なる。
　確かに「一事不再理」の原則から、一旦刑事事
件が確定した場合には、同じ事案で再度の裁判は
行わないという考え方も大事である。しかし冤罪
の可能性の高い事案でも、裁判所が一度くだした
判決を覆すことは、心理的にも、制度的にも難し
い日本の現状を考えれば、イギリスの刑事再審委
員会のような、独立した調査権限のある組織も検
討すべきだ。

4. 検察の再審開始決定に対する上訴権の禁止

　「一事不再理」の原則とも関係するが、欧米では、
無罪判決の場合、原則として検察の上訴は認めら
れていない。何故なら、一般的に圧倒的権力を持
つ国家に対して、個人の利益を守るために、一度
でも無罪判決がくだれば「疑わしきは被告人の利
益に」という、刑事裁判の原則を遵守しているか
らである。
　通常の控訴審（第二審）、上告審（第三審）でも
上訴権の是非が議論されるべきだが、審理を尽く
した再審開始決定の後に、さらに検察による異議
申し立てを認めることは、明らかに人権侵害であ
る。少なくとも再審開始決定に対する検察の異議
申し立てについては、法律で禁止すべきだ。

スペインのアムネスティのグループが袴田さんの再審と釈放を求める (2012 年 7月 )
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5. マスコミの報道の在り方

　これまでも様々な事件で起きたことだが、マス
コミの事件に対する報道ぶりが問題である。袴田
事件の場合は、逮捕される前から犯人扱いで実名
を報道し、内容は捜査機関の発表の一方的垂れ流
しである。メディアは、本来、国家権力を監視す
べき役割があるが、むしろ捜査機関に使われて、
世論作り、有罪への環境づくりに、一役も二役も
買っているのである。捜査当局以外から取材を徹
底的に行い、国民の知る権利との関係もあるが、
報道内容の公平性を担保し、実名報道に関しては、
あるルールの下で極めて自制すべきであろう。

おわりに

　地裁の再審開始決定に対し、残念ながら検察が
異議を申し立てたが、袴田さんは無罪であり、再
審開始、無罪判決は、ほぼゆるぎないであろう。
ここまで冤罪の可能性が高く、国家機関の捜査手
法に問題があったと指摘されながらも、検察が異
議申し立てをするのは何故であろうか。私はそれ
が理解できないし、自らが正しいと思うのであれ
ば、再審公判で主張すればいいのである。検察が
寄って立つべき位置は、「検察の理念」にあるよう
に、国民全体の奉仕者であり、公益の代表者として、
公正誠実に職務を行い、真相解明に取り組むこと
ではないのか。

　今回の袴田事件で、冤罪を生む、刑事司
法上の様々な課題が改めて明らかになっ
た。代用監獄の廃止、取調べの全面可視化、
証拠の全面開示等は、喫緊の課題であり、
すぐにでも実行に移すべきである。そして
人間が裁く以上、冤罪を 100% 防ぐことは
できないし、完璧な死刑制度など存在する
はずがない。そうであれば、今回の袴田事
件の教訓を生かし、無実の人が有罪になら
ないための刑事司法改革を徹底的に行い、
同時に取り返しのつかない刑罰である「死
刑制度」は廃止すべきである。それが「袴
田事件」から学んだことである。

＊原稿内容は、必ずしもアムネスティ・インター
ナショナルの考えを反映したものではなく、個人
の見解としてご理解ください。

ロンドンの日本大使館に、再審と釈放の申し入れを行う、カー
マイケル英国下院議員 (2009 年 3月 )

1966 年 8月 18日夕刊全国紙

３月 27 日　静岡地裁（村山浩昭裁判
長）、袴田巌さんの再審開始決定。
刑の執行停止、拘置の停止も認め
る

３月 31 日　福岡地裁（平塚浩司裁判
長）は故久間三千年さんの再審請
求を棄却。弁護側は 4 月 3 日、福
岡高裁へ即時抗告

３月 31 日　静岡地検は、袴田巌さん
の再審を認めた静岡地裁の決定を
不服として東京高裁に即時抗告

４月 19 日　石田富蔵さん（92）がこ
の日午前、前立腺がんのため東京
拘置所で死去。1989 年 6 月 13 日に
上告が棄却され死刑が確定してい
た

死刑日録
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◎５月18日（日）開場12時30分　開会13時　
赤坂区民センター
107-0052 港区赤坂 4-18-13 赤坂コミュニティーぷらざ内

地下鉄 銀座線・丸の内線 : 赤坂見附駅下車 A出口徒歩 10 分

／地下鉄 大江戸線・銀座線・半蔵門線 : 青山一丁目駅下車 4

番出口徒歩 10 分／港区コミュニティバスちいばす「赤坂地区

総合支所前」下車

いまこそ死刑執行停止を
袴田事件と飯塚事件
　袴田巌さんのお姉さん=袴田秀子さん
　飯塚弁護団=徳田靖之弁護士
　袴田弁護団=戸舘圭之弁護士
　世田谷区長=保坂展人さん
　入場無料
３月 27 日、静岡地裁は袴田巌さんの再審開始を決定、刑の執行停止、拘置の停止をも認め、袴田さんは 48 年ぶ
りに釈放された。しかし弁護団と家族、支援、そして彼自身の闘いがなければ、無実の彼は処刑されていたのだ。
そして３月 31 日、福岡地裁は冤罪を訴えながら処刑された久間三千年さんの再審請求を認めなかった。DNA鑑
定が有罪の根拠とされた足利事件はその鑑定の誤りが明らかとなり再審無罪となったが、同じ方式の鑑定が有罪
の根拠となった久間さんの再審はなされない。それはなぜなのか。ここに誤った死刑執行を隠蔽しようとする国
の姿勢が見える。袴田事件と飯塚事件は私たちにいますぐ死刑執行停止の実現を求めている。

◎５月24日（土）開場13時30分　開会14時
文京区民センター３A　会場費500円
死刑廃止へ向かうアメリカ
　小川原優之弁護士　日本弁護士連合会死刑廃止検討委員会事務局長
　堀和幸弁護士　京都から死刑制度廃止をめざす弁護士の会代表
昨年 2月のテキサス視察はFORUM90 でも報告会を行いましたが、その後日本弁護士連合会などでワシントン、
カリフォルニアでアメリカの死刑をめぐる動向を視察しています。3月に視察したカリフォルニアについては小
川原弁護士に、テキサスからカリフォルニアまですべてに参加している堀弁護士にはワシントン報告とアメリカ
の死刑をめぐる状況の全体像を話していただき、これからの私たちの活動の参考にしたいと思います。参加され
た方には、抽選でカリフォルニア土産があたる、かも！

ビデオ ｢ 絞首刑を考える」初公開
大阪弁護士会作成、法律監修・永田憲史、法医学監修・ヴァルテル・ラブル　2014 年 1 月製作　24 分 59 秒
絞首刑は残虐な刑罰ではないのか？　この国の死刑執行の実態を明解に提示する。
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2013年の世界の死刑̶少数の国が死刑に固執
社団法人アムネスティ・インターナショナル日本　死刑廃止ネットワークセンター東京　ボランティア 天野 理

　3月 27 日、アムネスティは、2013 年の世界の死
刑の状況をまとめた報告書『2013 年の死刑判決と
死刑執行』を発表しました。これは、アムネステ
ィが独自の調査によって、世界各国の死刑執行や
死刑判決の状況を調査し、まとめたものです。以下、
その主な内容を紹介します。

・2013 年の死刑執行
　2013 年は、世界 198 カ国のうち 22 カ国で死刑執
行があり、その死刑執行数は、少なくとも 778 人
（なお、中国での死刑執行数はこの数字に含まれて
いません）でした。前年は少なくとも682人であり、
前年比で 14%の増加となっています。この 778 人
のうち、3人が未成年者に対する死刑執行でした（サ
ウジアラビアのケース）。
　主な死刑執行国は、中国、イラン、イラク、サ
ウジアラビア、米国、ソマリア、スーダンなどで
す（日本は、執行数で世界第 9位）。死刑の執行方
法としては、斬首、電気椅子、絞首、致死注射、
銃殺が用いられています。
　死刑を執行した国の数は、ここ 10 年あまり 20
カ国前後で推移しています。特に、過去 5年間で
見ると、毎年死刑を執行している国は 9カ国だけ
（中国、イラン、イラク、サウジアラビア、米国な
ど）となっています。また、2013 年は、中国を除
く全世界の執行数の 8割近くが、イラン、イラク、
サウジアラビアに集中しており、ごく少数の国が
死刑に固執している構図がさらに強まっています。
　死刑に関する公的な情報が公開されている国は
ごく少数で、中国やベラルーシ、ベトナムなどで
は死刑に関する情報は国家機密とされています。
エジプトやエリトリア、朝鮮民主主義人民共和国、
シリアなどの国々も、国の規制や政情不安により、
死刑に関する情報を入手できません。
　日本、インド、インドネシア、マレーシア、イ
ランなどでは、執行が迫っても、死刑囚やその弁
護士、家族にその日時は知らされません。また、
ボツワナ、インド、ナイジェリアなどでは、執行
された死刑囚の遺体は家族の元に返されず、埋葬
された場所も明かされないままです。
　そして世界には、2013 年 12 月の時点で、少なく
とも 23,394 人の死刑囚がいます。

・各地の状況～米国・中国・中東
　米国では、2013 年に、9つの州で 39 人の死刑執
行がありました。その 41%がテキサス州で行われ
たものです。米国では近年、死刑執行や死刑判決
の数が減少傾向にあり、死刑を廃止する州も増加
しています。2013 年もメリーランド州で死刑が廃
止されました（全米で 18 番目の死刑廃止州）。さ
らに、コロラド、インディアナ、モンタナなど 6
つの州で死刑廃止法案を州議会にかける動きがあ
りました。
　中国では、依然として多数の人々に対する死刑
執行が行われています。アムネスティの調査では、
数千人の人々が処刑されたとみられます。2013 年
に刑事訴訟法が改正され、被疑者の取調べの録音・
録画の導入など、死刑事件の被疑者・被告人に関
する手続き上の保護が若干強化されることになり
ました。しかし、国際人権基準に沿った刑事司法
制度には、依然として程遠い状況です。
　この他、東アジアでは、日本や朝鮮民主主義人
民共和国、台湾などで死刑執行が行われました。
韓国は 16 年連続で死刑執行はなく、事実上の死刑
廃止国となっています。
　中東・北アフリカの諸国では、いくつかの国で
多数の処刑が続き、特にイランとイラクで執行数
が増えています。イランは公式に 369 人の死刑執
行を認めていますが、実際にはさらに数百人多い
とみられています。イラクでは、死刑執行数が少
なくとも 169 人にのぼり、前年比で 30%近く跳ね
上がりました。

・死刑廃止に向かう世界の状況
　少数の国々が死刑に固執する一方で、2013 年も、
死刑廃止に向けた動きが世界各国でみられました。
サハラ以南のアフリカ諸国では死刑執行は少数の
国に限られ、ベナンとコモロでは死刑を廃止する
刑法案が検討中です。アフリカ連合 54 カ国中、死
刑執行は 5カ国のみ（ボツワナ、ナイジェリアなど）
で、37 カ国が法律上または事実上の死刑廃止国で
す。
　南北アメリカ大陸では、米国だけが唯一の死刑
執行国であり、カリブ海諸国では、1980 年にアム
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ネスティが統計を開始して以降はじめて、死刑囚
がゼロになりました。
　欧州で唯一の死刑存置国であるベラルーシでは
死刑執行がなく、欧州から中央アジアにかけての
地域では、2013 年に死刑の執行はありませんでし
た。
　また、ラトビア、ボリビア、ギニアビサウの 3
カ国が自由権規約第二選択議定書（死刑廃止条約）
を批准し、アンゴラが同条約に署名しています。
 こうした状況を踏まえアムネスティは、報告書と
共に発表した声明の中で、世界の全体的な状況に
ついて次のように指摘しています。
　「20 年前には、37 カ国がさかんに死刑を適用し
ていた。2004 年には 25 カ国に減り、2013 年には

22 カ国となった。毎年のように死刑を執行してい
る国は、わずか 9カ国である。長期的傾向として、
死刑が過去のものになりつつあることは、明らか
である。」

*出典
・アムネスティ・インターナショナル日本『2013 年の死刑
判決と死刑執行 アムネスティ・インターナショナル報告
書（抄訳）』（2013 年 3 月 27 日）

・アムネスティ国際ニュース『2013 年の世界の死刑 : 数カ
国が執行総数を押し上げる』（2013 年 3 月 27 日）

】模鳩ぐｅが準健穫健廓ｖ造冓ＩｊｋＲ‒尚壕暮

左Ｑ亨悩ｂｊ騒ｊｌっ逓銑ｖｂｊぱハむそイＱ‒

輝絃‒爾だそｑＲくｂｊ｠ｈＸｒ肥ずそｊ狙傭さ

尚壕震ｙ題ｚ佝しｕ刻ｒ植義ｖ眉ＶずそｑＲくｂ

ｊ｠

】ｂＰｂ‒尚壕暮左亨悩撒ｚ‒尚壕震ｓ骸抱ｙ騒

ｓｙ急鳴斬虹へ漣義さ紋虹班ほＱ独ｂＴ戴咋Ｚそ

ｑＩｑ‒恵ｆずそｊ侑洛さ牢添ｙ巴芸ｖ逓肝ｒＲ

ぜＸｓこＹＴ咋ずそｑＩくｄ｠

】ｈＸｒ‒Ｘｙ＠詐‒模鳩健廓Ｐず‒尚壕暮左Ｑ

亨悩ｂｑＩｕＩ騒ｊｌRP堕隷へ＆‒＊早ｒ尚壕暮左

っ薪Ｖ禅著洞ｙ様‒＊早ｒ例渓ｖ肴壕ｓｕせｕＱず‒ｕ

Ｏ栽熟ｖすせ尚壕っ険げ禅疾ＺそｑＩぜ騒っ勲けほｖこ‒

ｚｃげｑぱハむそイっ晋ｎｑＩｊｋＲくｂｊ｠

】ｈｙ臭‒厘左ｙ称渓Ｐず斬僣ｙ麺っ斯Ｗｑこず

Ｋ系義っ巴枯ｄぜｊげｖ‒る某人仭燭ｙ逆Ｚつｓｙ

漣義さ紋虹ｕｔｙジヅハアひぱ狂妃っ商ｄ様しｓ

ｙ斬僣ｖｏＩｑ慧洛ｂくｄＰれｓ門ＩｑぐｊｓＸ

ぞ‒る慧洛ｂくｄれｓ畔ＭｑＴそｊ騒Ｑ危騒こＩく

ｂｊ｠

】るケへそヅゼYPれ渚庇騒‒備燭ｙ逆Ｚつｙ洞ｒ‒

ＸＫｂｊ斬僣ｙ狂妃ｖ準奇っ慧洛Ｚそぜ様ｚＩく

ｆつＰ｠厘左震ｙ様っＹ羨祇ｂｊＩｓ唱Ｉくｄ｠

】頂榛ｙ様しｚ‒くＺｖ零ｙＰＰｎｊ繍暮洞ｕだ

ＶｒｄＰず‒焼鎖ｖｏＩｑｙ僂ｌ瀕ｎｊ常牢さ‒

斬僣ｙ媛仭っズよもセさゲドみｕｔｖ僣ｄすＫｕ

Ｘｓｚ祉Ｍぜｕｔ‒冂醤ｙ方拐媛ｒ奪敏っ鵡ｎｑ

ＩｊｋＰｘぁｕせくｆつＱ‒尚壕ｖ縄漣ｄぜ汎焼

燭ｓｙ斬僣ｚ‒尚壕ｙ牢添っ‒けｂぞ訟ずｖ牢Ｋ

克系ｓｂｑこ灰件ＧぜこｙｓｕぜＸｓｒｂじＫ｠

】Ｙ剱俶っＯ鼎ｌｂくｄ｠

】ケへそヅゼYP繋魅】斬僣コドょぶまイへ釜涯ほ

尚壕ｖ縄漣ｄぜ騒ｊｌｓｙ斬僣っ寺ＭｑＩぜ逆Ｚつぉ
漣義ぃ紋虹っ慧洛ＺそｑＩぜ様へ厘左震ほっ羨祇ｂくｄ

儒早ｓ贋埴 ｪﾉﾀZｫﾊﾄﾉﾏZ{ｿﾑﾄｾﾀ】峠灰ゃむ綴称氏疾さ費鑓氏疾ｙ渓窪ｙ堕Ｍ様め

　再審請求の棄却決定は本人に送達されます。【弁護人がいる場合は本人と弁護人双方に送られます。】

　地裁の棄却ないし却下の決定に対しては、即時抗告ができます。即時抗告の期間は、決定が

届いた日の翌日を１日と数えて３日間です。刑事訴訟法第 55 条３項により、期間の末日が土・

日曜祭日（＆ 12 月 29 日～１月３日）の場合は計算に入れません。例えば、水曜日に届いた場

合も、木曜日に届いた場合も、期間の末日が土・日曜日に当たるので飛ばして、共に月曜日が

最終日になります。その月曜日が祭日なら火曜日になります。

　以前に作成された「再審と恩赦」のガイドでは、「期間の末日が」ということが明記されてい

なかったため、土・日等は全て参入されないかのように誤解された方がいらっしゃいます。お

詫びの上、改めて注意を呼びかける次第です。
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◇死刑廃止チャンネルは　http://www.forum90.net/

　2014 年 2 月 3 日、個の尊厳に
対する無条件の尊重と、残虐と殺
戮の廃絶を訴え続けた渾身の死刑
廃止運動家後義輝（うしろよしてる）
さんが、一人暮らしの自宅アパー
トで急逝されました。警察鑑定医
によると、死因は、虚血性心疾患。
突然すーっと意識が遠のいて、そ
のまま死に至ったのだろうと思わ
れます。
　1月 24日に喜寿を迎え、その決
意を「七十七歳の宣言」として綴り、
26日― 29日は沖縄を訪れユダヤ
人収容所に収容されていた体験を
もつオーストラリア在住女性の証
言聴取や元県知事との対談を果た
し、死亡前日の 2月 2日には、紹
介者を得て日経新聞に投稿する予
定の文章を綴っておられます。
　念願の第2著『死刑論真髄』出版に向けての動きが
急展開し始め、期待感と使命感に身を引き締めておら
れるのが、日々伝わってきていた中での突然の死でし
た。

　ご自身の少年時代の電気ショック療法体験から、残
虐の本質を察知し、死刑執行が残虐以外の何物でもな
いと確信した後さんは、高校時代にはすでに「幸福な
る人々へ」と題した一文を学校文集に寄せ、死刑廃止
を訴えています。まだ世界が死刑廃止に大きく動いて
いく前の1950年代のことです。
　大学の卒業論文でも死刑廃止を訴えました。10年
に一度の論文と評価され、のちに『死刑論の研究』（三一
書房）として出版されることになりました。
　死刑廃止の為の集会のほとんどに足を運び必ず発言
機会を求めておられました。ご自身で作成したビラを
いつも持ち歩きポスティングし、路端の自転車のかご
に投入されていました。

　死刑廃止へのゆるぎない信念の
人である後さんは、しかし、苦悩
し続けた人でもあります。
　残虐の定義もないまま現行の死
刑執行を残虐とはいえないとした
滑稽な最高裁判例をどうすること
もできない法曹界に、また体験者
の証言を重視しろとの主張に真摯
に耳を傾けない私たちに、後さん
は絶望し、苦悩していました。
　絶望と苦悩を生きながらも、個
の尊厳に対する無条件の尊重を放
棄することは決してありませんで
した。幼子にも必ず敬語を使う方
でした。嫌悪の感情をむき出して
攻撃してくる人たちにも敬意を払
うことは怠りませんでした。それ
でも拒絶に遭うことがあると身も

だえして苦しんでおられました。
　「小心無口」とご自分を評されていた後さんは、小
学生の頃、無口ゆえに「ムッツリ」とあだ名されいじ
められたと伺いました。素面で人とコミュニケーショ
ンを取ることが困難で、少年時代の記憶がそうさせる
のか、集会や会議、人との約束の前には、必ずアルコー
ルを含みました。アルコールを含むと見事な笑顔を見
せて下さいましたし、人に話しかけることもできまし
た。しかし、飲みすぎてヒンシュクを買うことも少な
くなく、それゆえに苦しんでおられました。
　そんな後さんをいやしたのは、路傍の猫たちと幼い
子供たちの存在でした。事件や事故で命を失った幼子
たちには心を痛め、10年ほど前から時間を見つけて
は全国の事件事故現場を訪ね歩く巡礼の旅を重ねて来
られました。
　信念とたゆまぬ行動と孤独と苦悩を生きた後さん、
口癖の 130歳までは無理でしたが、今も違う時空か
ら死刑廃止への強いエネルギーを送って下さってい
る、そんな気がしています。

死刑廃止運動の大先輩・後義輝さんを悼む
死刑廃止国際条約の批准を求める四国フォーラム・ 高塚哲彦

2010 年 11 月 21 日、法務大臣地元の福山駅前
でビラを配布する後さん（撮影・編集部）

◎予告

死刑廃止全国合宿2014
2014 年 8 月 30 日（土）～ 31 日（日）

場所・京都府亀岡市　大本にて（詳細については次号にて発表します）
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　4月 6～ 9日、真宗
大谷派（東本願寺）北
海道教区の社会問題
研究部会・死刑制度問
題チームのお坊さん
7名とともに、韓国を
訪ねました。ソウルで
は、日本でもおなじみ
の朴秉植先生（東国大
学）が水先案内を引き
受けて下さり、韓国に
おける死刑状況と刑
務所視察・板門店見学
を企画してくださいま
した。
　北海道教区の社会問題研究部会は、もともと「ア
イヌ問題」「靖国問題」「ハンセン病問題」の3班が
あったのですが、東日本大震災以降「原発問題」を
新たに加えようという上層部の意向に対して、死刑
に関心を寄せる有志が「死刑制度問題」を掲げて押
し切った、という経緯があるということです。そし
て、2012年に札幌で開かれた死刑廃止合宿に本願寺
の会場を提供して下さり、2013年に安田弁護士を迎
えて死刑の公開講座を行い、今年 3月東京拘置所で
の死刑被告人に対する面会行動を行いました（処刑
台のある札幌拘置所には、死刑確定者は 2名、死刑
被告人はゼロ、という事情もあります）。
　私自身、北海道には浅からぬ縁がありました。北
大には2回落ち、学生時代何度も北海道を旅し、20
～ 30歳代には「北方ロマンチシズム」に憧れ酪農
入植すべく 6年間道東をさ迷い歩きました（独り
身であることと数千万の借金が前提ということもあ
り、断念）。その間、多くの道産子の方々との交流
がありました。中でも、いわゆる「半

はんかくさ
可臭い」人々

は強烈に印象に残っており、３月の東拘面会の別れ
際「一緒に韓国視察に行きませんか？」と誘われた
時、この愛すべき「半可臭い」人達こそ、北海道で
死刑問題を真剣に考えてくれるのではないか、その
お手伝いを少しでもできるならと思い、飛び入り参
加することになりました。

　韓国では、1997年 12月 29日に 23人が死刑執行
されて以降、執行がありません。事実上の死刑廃止
国として、我々日本人は韓国に学ばなければならな
い、という思いがあります。政治や制度はいずれに
せよ、フツーの韓国人は死刑に対してどう考えてい
るのだろうか、という関心がありました。旅のスケ
ジュールの合間に、日本語のできるガイドさん・ホ
テルの従業員・タクシー運転手の 3人に聞いてみま
したが、同様に「日本で死刑が行われているとは知

らなかった。韓国で
はないよ。死刑はよ
くないよ」という趣
旨の答えが返ってき
た時、本心はともか
く、17 年間死刑ゼ
ロがそう言わせてい
るのでは、あるいは
死刑がないことで死
刑そのものに関心が
なくなっているので
は、と感じさせられ
ました。
　日本との違いとし

て圧巻だったのは、刑務所でした。朴さんの肝いり
で、ソウル市内の南部刑務所と華城職業訓練刑務所
を視察したのですが、所長や幹部の方々が出迎えて
くれ、所内のあらゆるところを惜しみなく見学させ
て下さいました。運動や入浴の風景、工場では受刑
者と肩が触れ合いそうになるほど作業の実際を見せ
てくれました。外部とのテレビ電話や検閲なしの受
発信、人権機関や法務大臣・所長宛に直接発信でき
るポスト、診療所のような医務室など、日本の刑務
所事情の一端を知る私にとっては驚くことが多くあ
りました。何といっても、刑務官の表情の豊かさが
印象に残っています。日本では、受刑者への面会者
さえ「犯罪者」扱いするようなあのくらい表情・重
い雰囲気が全く感じられません。服の色が同じなら
ば、受刑者と刑務官を見分けることが難しいと思え
るほどです。パンやケーキ作りの工場では、民間人
の指導者が受刑者に交じって教えていました。まる
で日本の料理教室のようでした。
　見学後、副所長という人が「日本の刑務所はどん
な具合ですか？」と聞いてきました。あまりにも違
う彼我をある程度説明したのですが、朴さんいわく
「彼は民主化以前の状況を知っているので、現在の刑
務所運営がとても大変だと実感している。日本のよ
うに画一的に非人間的に運営すれば楽だろうなあ、
という思いがあるのではないだろうか」と……。そ
うであるならば、日本の少なからぬ刑務官は逆に「も
っと刑務所を人間的にできないものか……」と考え
ているのではないだろうか。

　4 日間
はアッと
いう間で
した。旅
の企画か
ら先方と
の調整、

北海道のお坊さんたちと韓国へ行ってきました

刑務所前にて

刑務所にだされた歓迎の電光文字板
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そして旅程のほとんどを朴さんが同行しガイド・通
訳の労をかってくださいました。「私を先生と呼ば
ないでください」と平場で付き合うことを求められ、
私たちはのびのびと自由に韓国の空気を吸ってきた
のでありました。
旅の間、北海道のお坊さんたちと死刑について、

加害と被害について、罪人について、社会とのかか

わりについて、語り合いました。「我々僧侶は観念
的になってはいけない。罪人や罪人との関わりを通
して、真宗の教えを広めていきたいと思う。死刑は
これからも自分の問題として日常考えていきたい」
とのお言葉をいただきました。これから彼らと一緒
に死刑に向き合っていこうと思います。

（フォーラム90　友野重雄）

死刑廃止のための大道寺幸子基金から
死刑判決を受けたみなさんへ
死刑廃止のための大道寺幸子基金運営会

　2004 年５月 12 日に死刑廃止を訴え続けた大道寺幸子
さんが亡くなり、その遺産を元に「死刑廃止のための大
道寺幸子基金」が発足しました。基金は2005 年から 10 
年間、確定死刑囚の再審請求への補助金、死刑囚の表現
展の開催と優秀作品の表彰のために使われます。
　そして第１回８名、第２回６名、第３回５名、第４回
６名、第５回６名、第６回６名、第7 回２名、第８回５
名の方に再審支援金をお渡ししました（一部代理人決定
まで保留になっている方があります）。そして昨年第９ 
回には５名の方にお渡ししました。
　また死刑囚の表現展には第１回は文芸作品９人、絵画・
イラストが９人の方から、第２回は文芸作品７人、絵画
作品が８人の方から、第３回は文芸作品６人、絵画作品
が10 人の方から、第４回は文芸作品８人、絵画作品が
９人の方から、第５回は文芸作品10 人、絵画作品11 人
の方から、第６回は文芸作品11 人、絵画作品16 人の方
から、第７回は文芸作品12 名、絵画作品14 人の方から、
第８回は文芸作品14 人、絵画作品15 人の方から、第９
回には文芸作品12人、絵画作品13人から応募があり、
それぞれ優秀作品を顕彰し、絵画作品は集会会場にて展
示しました。
　私たちは、今年もまた６名の確定死刑囚の方への再審
支援金をお渡しします。また昨年に続いて死刑囚の表現
展を実施し、死刑廃止国際デー企画の10 月 11 日の集会
で、寄せられた小説、自伝、エッセイ、評論、詩歌、脚本、
絵画、まんが、その他、あらゆる分野の未発表でオリジ
ナルな表現作品を展示し、優秀作品の顕彰と選考委員に
よる選考経過の発表、シンポジウムなどを行う予定です。
　2014年度もぜひ補助金の要請、作品の応募をしてい
ただけますようにお願い申し上げます。2015年以降に
ついては10月 11日に四谷区民ホールで開催される集会
にて発表します。

１、再審請求への補助金
募集要項
（１）補助金は、下記住所まで、本人または関係者の方
がお申し込み下さい。

（２）申し込みは７月末とします。

（３）なお補助金は弁護人もしくは弁護人になろうとす
る人（恩赦代理人を含む）にお渡しします。

（４）補助金は、確定死刑囚１人に対して１回限りとさ
せていただきます。

（５）優先順位は、緊急性・必要性を考慮し当方で考え
させていただきます。

（６）告知は速やかに申請者に行います。

２、死刑囚（未決を含む）表現展
と優秀作品の表彰
募集要項
（１）死刑囚（確定囚、未決囚を問わない）による作品
を公募します。

（２）公募する作品は、小説、自伝、エッセイ、評論、詩歌、
脚本、絵画、まんが、その他、あらゆる分野の未発表
でオリジナルな表現作品です。
　長篇作品は、１回１作品だけの応募に限ります。
　他人を誹謗・中傷することに主眼を置いた作品は、
運営会及び選考会の判断によっては、これを受け付け
ない場合もあり得ます。

（３）締めきりは７月末とし、基金が依頼した選考委員
によって優秀作品を選定し、優秀作品に賞金５万円を
贈呈します。

（４）応募作品は10 月 11 日の集会で展示を予定してい
ます。作品の著作権は制作者が、所有権は基金が持ち、
これらの作品を死刑廃止運動に役立てるために使いま
す。

（５）選考委員：池田浩士・加賀乙彦・香山リカ・川村湊・
北川フラム・坂上香・太田昌国

　なお第10回締め切りは2014 年７月末日です。これ
までの応募者、受賞者の応募も歓迎します。
送り先　107-0052　東京都港区赤坂2-14-13 
　港合同法律事務所　大道寺幸子基金運営会
　封筒表に「表現展応募作品」もしくは「再審請求補助
金」と明記してください。
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『死刑弁護人』『約束』自主上映会募集中
問合せ先 : 合同会社 東風　TEL:03-5919-1542
◆「約束」自主上映
◎ 5月 10 日（土）10:00
会場 : 大阪弁護士会館
主催 : 大阪弁護士会　TEL:06-6364-1371
◎ 5月 14 日（水） 14:00
会場 : クラッセ川越（埼玉県川越市）
主催 : 日本国民救援会 川越支部　TEL:049-225-2254
◎ 5月 18 日（日） 10:30,13:15,15:45,18:15
会場 : 札幌手稲区民センター
主催 : 日本国民救援会 北海道支部　TEL:080-4041-6961
◎ 5月 22 日（木）13:30,18:30
会場 : 矯風会館 ホール（東京都新宿区）
主催 : 日本キリスト教婦人矯風会　TEL:03-3361-0934
◎ 5月 24 日（日） 10:00,14:00
会場 : 恵庭市民会館（北海道恵庭市）
主催 : 日本国民救援会 北海道支部　TEL:090-7641-3940
◎ 6月 1日～ 8日 連日 10:30,13:15,15:45,18:30
会場 : 札幌プラザ 2・5
主催 : 日本国民救援会 北海道支部　TEL:011-747-7907
◎ 6月 18 日（水） 11:00,18:00
会場 : イオンシネマ日の出（東京都西多摩郡）
主催 :「約束」上映実行委員会 in 西多摩TEL:042-550-2647
◎ 6月 29 日（日） 13:30,16:00,19:00
会場 : 砺波市曳山会館（富山県）
主催 :日本国民救援会 砺波支部　Mail:kiko-ho@p1.tst.ne.jp

究極の人権侵害̶「えん罪」を考える
５月 10日（土）9:30 開場 大阪弁護士会館２F
 　10:00 ～ 12:00 映画「約束」上映会
 　12:00 ～ 12:25 ミニ講演（名張毒ぶどう酒事件弁護団）
　 13:50 ～ 16:30（予定）取調べの可視化シンポ
「袴田、名張、布川、東住吉 えん罪再審事件の系譜
 ～いまこそ、改めて取調べの可視化を考える（仮題）」
先着 200 名 参加費無料
ゲスト 江川紹子さん、桜井昌司さん他
主催 : 大阪弁護士会
東アジア反日武装戦線と私たちの来た道、行く道
５年連続集会 虹の彼方へ　第 2回〈さそり〉の毒は希釈
されたか　「寄せ場」という空間、「監獄」という時間
５月 17日（土曜日）午後２時開演～
日本キリスト教会館４F 
参加費・1000 円
はじめに・［没後 10 年］荒井幹夫さん、大道寺幸子さん

の思いをつないで
〈さそり〉の毒は希釈されたか
  「寄せ場」という空間、「監獄」という時間
　中山幸雄［底辺委員会→植木屋］／実方藤男［底辺委
員会→料理人］／宇賀神寿一［底辺委員会→さそり→？］
／向井健［山谷労働者福祉会館活動委員会］／なすび［被
ばく労働を考えるネットワーク］

提起・〈無期懲役〉の過去・現在・未来［統一獄中者組合］
報告・［大道寺将司・益永利明・黒川芳正・浴田由紀子］処遇・
健康・再審をめぐる状況

虹会・夕刻より同会場にて・別料金で予定
主催・東アジア反日武装戦線への死刑・重刑攻撃とたた
かう支援連絡会議

連絡先・電話 :03-3812-4645（風塵社）sienren@gmail.com
いまこそ死刑執行停止を　袴田事件と飯塚事件
５月 18日（日）開会 13時 
赤坂区民センター
主催・フォーラム 90（詳細６ページ）
死刑廃止へ向かうアメリカ
５月 24日（土）開会 14時 
文京区民センター 3A
主催・フォーラム 90（詳細６ページ）
第 5回学習会「死刑廃止を求める、国際社会からの勧告」
5 月 24 日（土）18:30̃20:30
高円寺地域区民センター（セシオン杉並） 第 6・第 7会議
室（丸ノ内線東高円寺駅より徒歩 5分）

講師　天野 理さん
参加費　500 円
主催　「国連・人権勧告の実現を！」実行委員会
問合せ　090-9804-4196（長谷川）
「死刑を考える」2014　その２
映画「新・厚い壁」上映
６月 22日（日）18時～
カフェ・テアトロ　アビエルト（広島市安佐南区八木
9-10-40）　可部線八木駅南側

料金・1500 円
問合せ・082-873-6068、090-4896-0967（中山）
予告＝「死刑を考える」2014　その３　９月　永山事件
第 11回 永山子ども基金チャリティトーク&コンサート 
「ペルーの働く子どもたちへ̶̶Nから子どもたちへ」
７月 26日（土）
日本基督教団・西片町教会
主催　永山子ども基金
冤罪事件と死刑̶映画『約束』＋トーク（仮題）
７月 5日（土）14:00 ～ 17:45
会場　明治大学リバティタワー 6階 1063
映画「約束」上映
講演と対談　森達也さん、浜田進士さん 
主催　アムネスティインターナショナル日本

死刑弁護人＆約束　上映日程

インフォメーション

【編集後記】
◇ 3月 27 日の袴田事件再審開始決定は久々のいいニュース
だった。どの裁判でも、希望的な期待は常に裁判所によって
裏切られ続けたから、今回の決定はひとしお嬉しい決定だっ
た。しかし 31 日には、飯塚事件の再審は開始しないという決
定がでる。司法は誤った死刑執行を認めたくないのだ。フォー
ラムでは急遽、この死刑再審をめぐる二つの決定をめぐって
集会を持つことにした。また死刑執行の激減しているアメリ
カの状況の報告集会も行うので、5月 18 日、24 日と立て続け
ての集会になるがぜひ参加して欲しいと思う。
◇ 4 月 19 日、石田富蔵さんが東京拘置所で亡くなった。92
歳という最高齢の死刑確定者だった。フォーラムの 2度のア
ンケート調査では右半身不随、箸が使えずスプーンで食事を

していること、「両手に念珠を掛け朝夕の礼拝は勿論の事、お
盆の春秋の彼岸、命日等には欠かさず仏説無量寿経を唱え御
冥福を衷心より祈念しております」と書いておられた。2件
の事件での死刑判決だが、1件は取り調べの対象ではない傷
害致死事件を自ら進んで告白したもの、もう１件は冤罪であ
ると主張していた。彼の主張は 1987 年刊行の『死刑囚からあ
なたへ』、90 年刊の『死刑囚からあなたへ 2』に書かれている。
御冥福を祈りたい。
◇フォーラム 90 が親しくしていただいている神田香織さんの
新著『3・11 後を生き抜く力声を持て』( インパクト出版会 )
が刊行された。和歌山カレー事件の「シルエット・ロマンス
を聞きながら」、狭山事件の「石川一雄、学問のすすめ」など
の新作講談も掲載されていて読んで欲しい本だ。（Ｆ）


